
６名

日 時 平成３０年５月２４日 木

会 場 グランフロント大阪北館ナレッジキャピタル７階
ナレッジサロン内プロジェクトルーム

参加費

無料
※少人数の勉強会ですのでお早めにお申込み下さい。

ご返信用ＦＡＸ番号　０７２－７４９－５１８０

貴社名 所属・お役職

ご出席者 計　　名様

ご住所 〒

ＴＥＬ ＦＡＸ

Ｅ-ｍａｉｌ

（主催・お問合せ）　株式会社アリビオ　http://aliivio-inc.jp
　　　　　　 　〒562-0032　大阪府箕面市小野原西 6-16-41  　
▼ 下記にご記入の上、このままＦＡＸにてご返信下さい ▼

ご記入頂きました個人情報は、弊社勉強会及びサービスのご案内以外には
使用致しません。尚、ご案内が不要の場合、お手数をお掛けしますが、
下記にチェック及びＦＡＸ番号を頂きご返信頂ければ幸いです。

ＴＥＬ：０７２－７４９－５１７０

ＦＡＸ不要

１５：１０～１６：５０

株式会社アリビオ
代表取締役　寺元勇二

（マイナンバー対応個人情報保護士 )

主催：株式会社アリビオ旅行会社のセキュリティ担当者　様

～確実でストレスのない個人情報の処分方法について～

何もしなければ労働環境の悪化につながる

旅行会社が 『観光庁の要求』 にどう対処すべきなのか

平成３０年２月３日に 「個人情報 早めに削除を」 観光庁、 旅行業向け指針案

という記事が日本経済新聞に掲載されました。

事例紹介

カリキュラム

定 員

講師プロフィール

平成元年近畿日本ツーリスト㈱入社。 約 12 年勤務の後、

お客様先に転職し、 出張型シュレッダー処理サービスを

立ち上げる。 平成 23 年からは独立し独自に処理の質に

特化したサービスの提供を行う。 三井住友海上主催 「

サイバーセキュリティセミナー」 講師などを行う。

下記申込フォームをご記入頂き、
ファックスにてお申込み下さい。

・そもそも情報漏洩対策とはなにをすることなのか
・機密漏えいの経路に関して
・情報漏洩の実態
・機密文書廃棄の現状と配慮すべき事例
・今回の指針に有効な対策は？

観光庁は旅行会社向けに、個人情報の漏洩防止策について指針を作る。
顧客のパスポートやクレジットカードの番号などの個人情報を旅行後に
早期に削除することや、個人情報を扱う端末のセキュリティー強化を盛
り込む。3月をめどにまとめて公表し社内規定や具体的な防止体制づくり
につなげてもらう。　2018.2.3 日本経済新聞より

※この指針に対して対策が必要と考えられます。

など

・忙しくて対策を考える時間がない
・紙の個人情報は自社でシュレッダーするしかないと思っている
・自社でできないので溶解処理業者へ依頼しかないと思っている

こんな方に
オススメ！


